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■ コーポレートガバナンスの体制
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ことを確保するために、内部統制システムの構築・運用を
展開しています。
　具体的には、企業倫理に関する規程を整備し、代表 

取締役社長が企業倫理の精神を繰り返し伝えるとともに、 
コンプライアンス推進部署の活動を通して、コンプライアンス 

に関する企業姿勢の徹底・浸透を図っています。また、 
「品質」「環境」「輸出管理」など、10のカテゴリーごとに責任 

部署を定め、グループとしてのリスク統制活動を展開して 

います。さらに、内部統制システムが有効に機能している 

かについて、監査部署が客観的な立場で実施する内部 

監査を通して点検しています。

ガバナンス体制

　株主から委託された経営を実現する取締役会において
は、YOKOGAWAの事業に精通した取締役と独立性の 

高い社外取締役による審議を通して、意思決定の迅速性と 

透明性を図っています。また、社外監査役が監査役会の 

過半数を占める監査役による監査を通して、取締役の 

業務の適法性などを厳正に監視し、経営に対する監査機能 

の充実を図っています。
　また、日常の業務執行活動が、経営方針・経営計画 

および法令などに沿って、適正かつ効率的に実施される 

「健全で利益ある経営」の実現を支え
ステークホルダーからの信頼に応える
YOKOGAWAは、健全で持続的な成長を確保し、株主をはじめとするステークホルダーからの社会的信頼に応えていくことが企業 
経営の基本的使命であると位置づけ、「健全で利益ある経営」を実現するための重要施策として、コーポレートガバナンスの充実に 
取り組んでいます。

一人ひとりが“お天道様に恥じない行動”を

　2007年1月、社長直轄の組織として企業倫理本部が発足 

しました。グループ・グローバルに倫理・コンプライアンス 

を浸透し、より一層コンプライアンス経営を強化・徹底 

していくことを目的とする組織です。
　「企業倫理本部」では、不正や不祥事の発生を完全に 

防ぐためには、YOKOGAWAの掲げる“高い倫理観”を社員
全員が意識することが重要と考え、グループ全体にこの
企業風土を深く根づかせるための取り組みを展開していま
す。そのために、「YOKOGAWAグループ企業行動規範」
をはじめ諸規程やマニュアル類の整備、違反者への懲戒、
再発防止策などのルールを適正化し、徹底するための 

『させない仕組み』と、教育と研修を適宜実施し、コミュニ 

ケーションの活性化で『しない風土』を構築することで、 
コンプライアンス遵守の企業体制を確立します。

企業倫理本部が発足。コンプライアンスの
仕組み、風土、社員マインドを強化
不正や不祥事の発生を防ぐためには、高い倫理観を持つYOKOGAWAの企業風土を社員全員が意識化することが重要です。
このような考えのもと、企業倫理の徹底を図るべく設立した企業倫理本部。不正をしない風土と不正をさせない仕組みの構築による
コンプライアンス経営を強力に推進します。

企業倫理相談窓口について

　コンプライアンス違反行為、またはそれに該当する恐れ
があると思われる行為を認識した場合には、通報・相談窓口
として「社内相談窓口（ビジネス・エシックス・ライン）」と「社外
相談窓口（コンプライアンス・ホットライン）」の2つの窓口 

から対応できます。また、通報・相談の定着度をモニタ 

リングしています。

エシックスカードの表裏

●マネジャーとしての役割を認識するために必要な「倫理
講話」をプログラムに組み込んだ「新任マネジャー研修」
の実施。
●ライン長・マネジャーを対象に対話集会形式の「企業 

倫理研修会」を実施。
●海外赴任者には、YOKOGAWAの社員として常に安全
確保に細心の注意を払い、責任ある行動をとるようにと
「赴任教育」を実施。
●全社員を対象に法令や社会規範、社内ルールなどを 

理解するためのeラーニングによる「コンプライアンス 

学習」の実施。
●海外の拠点長を対象に「ビジネス・コンプライアンスに
ついて」のディスカッションの実施。

「しない風土」と「させない仕組み」の構築
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■ コンプライアンス徹底への取り組み

幅広くコンプライアンス研修・教育を実施

　YOKOGAWAでは2006年度、グループ・グローバル
に企業倫理の浸透と定着化を図る取り組みを行いました。
以下が、2006年度の主な実施事例です。
●社長以下役員を対象に、弁護士によるケース・スタディ
とその解説を取り入れた「役員コンプライアンス研修」を
実施。

対話集会形式の「企業倫理研修会」


